第1-1-16図　規模別の業況判断DI
～中小企業の業況判断DIは、大企業・中堅企業に1四半期遅れて2009年4-6月期に底打ち～


第1-1-17図〔1〕　中小企業の業況判断DI（前期比季節調整値）
～中小企業の業況判断DIは、2009年1-3月期を底として持ち直しの動きが見られるが、依然として低水準～
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第1-1-17図〔2〕　中小企業の業況判断DI（前年同期比原系列） 
～業況が好転と答えた企業の割合は少なく、中小企業の業況感は依然として厳しい～
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第1-1-18図　規模別・業種別の業況判断DI
～業況判断DIは、総じて持ち直しの動きが見られるが、業種及び規模によってはその動きに違いが見られる～
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第1-1-19図　業種別・規模別の製造工業生産指数
～輸出割合の高い業種ほど、リーマン・ショック後の落ち込み及び回復ともに急激であった～
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第1-1-20図　規模別の製造工業生産指数の伸び率の要因分解（前月比寄与度）
～大企業では、電子部品・デバイス、輸送機械が生産指数を牽引しているが、中小企業では、こうした傾向が見られない～
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第1-1-21図　規模別の売上高及び経常利益
～中小企業の売上高及び経常利益は、急速な景気後退に伴い製造業を中心に急速に減少し、その後持ち直しつつあるが、2009年10-12月期でもリーマン・ショック前の水準を下回っている～
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第1-1-22図　規模別の経常利益の伸び率の要因分解（前年同期比寄与度）
～中小企業では、売上価格の下落要因が依然として経常利益を押し下げており、人件費等を削減せざるを得ない厳しい状況にある～
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第1-1-23図　中小企業の資金繰りDI
～中小企業の資金繰りDIは、2009年1-3月期を底として持ち直しの動きが見られるが、依然として低水準～
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第1-1-24図　中小企業の借入難易度DI
～中小企業の借入難易度DIは、下げ止まりつつあるが、特に小規模企業で借入が困難～
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